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土砂災害防止法に伴う
区域指定〔地すべり〕の資料の
縦覧について（お知らせ）

　県では、平成１３年４月に「土砂災害防止法」が施行されたことに伴い、管内に存する土砂災害〔地すべり〕が発

生する恐れのある箇所について調査を実施し、この度調査が完了したことから、土砂災害警戒区域の指定の手

続きを行うことになりました。

　つきましては、区域指定の資料の縦覧を下記のとおり行いますので、下仁田町役場、または富岡土木事務所ま

でご来所をいただき、確認をお願いいたします。

　なお、土砂災害警戒区域とは、地すべり等が発生した場合に住民等の生命または身体に危害が生じるおそれ

があると認められる区域であり、危険の周知、警戒避難体制の整備が行われます。

　また、今回の地すべりの調査結果では、土砂災害特別警戒区域（土砂災害警戒区域のうち、建築物に損壊が生

じ、住民に著しい危害が生じるおそれがあり、建築物の構造規制等が生じる区域）の指定箇所はありません。

■縦覧期間　平成２４年７月１７日（火）～７月３１日（火）　（土日を除く）

■縦覧時間　９：００～１７：００　（１２：００～１３：００を除く）

■縦覧場所　下仁田町役場及び富岡土木事務所

■指定区域　下仁田町西野牧、南野牧、上小坂、中小坂、風口、大桑原、青倉、平原、栗山、馬山各地区

の一部区域（詳細については、縦覧資料で確認をお願いいたします。）

■事務担当  下仁田町　総務課　地域安全係　岩井

q０２７４-８２-２１１１　内線３０３

富岡土木事務所　企画調査係　田口、時田

q０２７４-６３-２２５５（代）

　町では、平成２２年度から都市計画道路の見直しを進めてまいりました。

都市計画道路の素案策定にあたり、皆さんからの意見を反映するため、

都市計画法第１６条の規定により住民説明会を次のとおり開催しますの

でご参加ください。

　  日　時　　 平成２４年７月６日（金）１９：００～

　  場　所　　 文化ホール

問い合わせ先　産業振興課　土木管理係（内線３４２）

都市計画道路の見直し住民説明会を開催します
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～合併浄化槽は汚染される河川の水質を浄化する唯一の解決策です。～
�今、入替えが大変お得！費用負担を次のとおり軽減し、単独槽等からの入替えを促進します。
�今年度の申請の締切りは平成２４年１２月２８日です。早めの計画、申請をお願いします。

～合併浄化槽の必要性～
�下仁田町は水源の町であるため、清浄な水を下流へ流す重要な役割を担っています。
�現在の水質汚濁の要因は、単独浄化槽または汲取りのご家庭からそのまま放流されている台所、風呂等からの生
活排水が多くを占めており、その結果、川や水路を汚したり匂いを発生させたりしています。この水質汚濁を解決す
る唯一の方法が合併浄化槽です。
�このため、町では平成２０年度から浄化槽市町村整備事業実施し、浄化槽設置の後押しをしています。この事業は、
浄化槽の設置を希望するお宅に町が浄化槽を設置し、毎月使用料を納めてもらい町が維持管理を行います。

浄化槽 水路など

町負担

※駐車場仕様は個人負担

個人負担 個人負担

台所 風呂
便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円

２１０,０００円

３００,０００円

分担金

１０人槽
（２世帯住宅）

人槽区分

５人槽

７人槽

１０人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

７月から

４,０００円

５,０００円

６,０００円

いままで

■問い合わせ・申し込み　産業振興課土木管理係（内線３４２）

浄化槽設置しませんか。

１　浄化槽使用料を７月分から減額！
　浄化槽使用者が毎月町に支払う「浄化槽使用料」を
平成２４年７月分から右のとおり軽減し、浄化槽の設置
をさらに強力に後押しします。

３　分担金軽減を継続！
　大好評、平成２７年３月（平成２６年度）まで次のとおり軽減し、
浄化槽を設置します。

４　単独浄化槽、撤去します。
　単独槽、必要とあれば町が撤去します。ただし、撤去費１０万円を超えた分は個人負担です。

２　エコ補助金を継続！ただし今年度限り！
　単独浄化槽、汲取り槽から合併浄化槽に入替え、年度内に使用開始する場合、１０万円を補助します。
補助金は今年度限りですので注意してください。
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後期高齢者医療制度被保険者の方へ
（＝７５歳以上の方【６５歳～７４歳までの障害認定の方も含む】）

８月に保険証の更新を行います。
新しい保険証は７月末に郵送します。

　後期高齢者医療制度の被保険者の方（＝７５歳以上の方【６５歳～７４歳までの障害認定の方も

含む】）は、現在お使いの保険証（後期高齢者医療被保険者証）が７月３１日で期限切れとなるため、

新しい保険証を７月末に郵送します。（うぐいす色の封筒に入れてお届けします。新しい保険証は

薄い茶色で、裏面に臓器提供に関する意思表示欄が設けてあります。）

　新しい保険証が届きましたら、氏名、住所、生年月日等を確認していただき、今まで使用してい

た保険証は、ご自分で破棄してください。新しい保険証の有効期間は、平成２４年８月１日から平成２

５年７月３１日までになります。

　７月中に７５歳に到達する方については、６月下旬に後期高齢者医療制度の保険証を郵送します

ので、７５歳の誕生日から７月３１日まで使用してください。７月末に新しい保険証を郵送しますので、

８月からは、新しい保険証を使用してください。

●「特定疾病療養受療証」の交付を受けている方については、受療証には有効期限がありません

ので、破棄せず、引き続きご使用になってください。

●「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受けている方については、保険証と同じく７月

３１日に期限が切れます。新しい認定証を保険証に同封しますので、ご確認ください。

※「限度額適用・標準負担額減額認定証」を入院や、高額な外来診療を受ける際に医療機関に提

示すると、医療費の窓口負担と、入院時の食事代などが所得に応じた負担額でおさえられます。

住民税非課税世帯の被保険者の方で、交付を希望される方は、役場までお問い合わせください。

※希望者には保険証を「簡易書留」でお送りします。ご希望の方は７月１７日（火）までに役場へご

連絡ください。

保険料を滞納されますと、滞納状況により有効期間の短い保険証を交付する場合があり

ますので、納付漏れが無いようご注意ください。

■問い合わせ
　下仁田町役場　健康課　国保係
　q８２-２１１１　内線３２１・３２２
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下仁田町職員採用資格統一試験を実施します

第６２回『社会を明るくする運動』について

申し込み・問い合わせ先　下仁田町役場　総務課　秘書人事係　�８２-２１１１（内線５０１）

問い合わせ先　健康課　福祉係（内線３２６）

受付場所・問い合わせ　　富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合消防本部総務課　q６２‐４３２６

　町職員採用試験は、群馬県町村会に委託して実施する第１次試験（資格統一試験）と、町で実施する第２次試
験です。受験希望者は、試験申込用紙を下仁田町役場総務課から取り寄せ、受験の申し込みをしてください。
受験資格　昭和６２年４月２日以降に生まれた者で学校教育法による高等学校以上を卒業した者、又は平成２５
　　　　　年３月卒業（高等学校）見込みの者
受験方法　第１次試験　高等学校卒業程度の教養試験
　　　　　第２次試験　口述試験、作文試験、身体検査
試 験 日　第１次試験　１９月１６日（日）
　　　　　第２次試験　１１月上旬予定
採用人員　若干名　　

※合格者は、採用候補者名簿に登載され、
職員に不足が生じた場合に採用されます。

受付期間　７月９日（月）～８月１５日（水）まで　　
【※土・日曜日及び祝日を除く】

消防職員募集 富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
　富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合では次のとおり消防職員を募集します。
募集種別・人員　消防職員　若干名
採用資格・年齢（平成２５年４月１日現在）
●大学卒(大学院含む)　卒業見込み含む
　昭和６１年４月２日～平成３年４月１日までに生まれた方（満２２歳以上２７歳未満）
●短大卒（卒業見込み含む）　
　昭和６１年４月２日～平成５年４月１日までに生まれた方（満２０歳以上２７歳未満）
●高校卒（卒業見込み含む）　
　昭和６１年４月２日～平成７年４月１日までに生まれた方（満１８歳以上２７歳未満）
視力　矯正視力を含み、両眼で０.７以上かつ一眼でそれぞれ０.３以上であること。
　　　赤色、青色及び黄色の識別ができること。
※採用された場合、富岡市・下仁田町・南牧村及び甘楽町のいずれかに居住できる人。
※日本国籍を有しない人及び、地方公務員法第１６条の欠格条項に該当する人は受験できません。
受付期間　平成２４年７月２３日（月）～平成２４年８月３日（金）まで受け付けます。土曜日・日曜日は受付けません。
申込用紙交付　平成２４年７月２日（月）～広域消防本部及び関係市町村役場
試験日及び試験場所　
【第１次試験日】　９月１６日（日）富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合消防本部が指定する場所

�～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
�法務省主唱の『社会を明るくする運動』の強調月間が７月１日から一ヵ月間全国いっせいに展開されます。今年
で６２回目を迎えるこの運動は、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深
め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　今年の運動の重点事項は、「立ち直りを支える取組についての理解促進」、「就労・住居等の生活基盤づくりに
つながる取組の推進」とし、犯罪や非行のない明るい社会づくりにそれぞれの立場において御協力をお願いしま
す。　　
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し
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は
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国
民
年
金
保
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・
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年
金
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所
　
国
民
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（
q
０
２
７
・
３
２
２
・
７
７
３
１
）

７月の「保育園子育て応援事業」活動計画�
　「保育園子育て応援事業」は、在宅の３歳までの乳幼児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
�登録をされていない方は、事前に登録していただき、お誘い合わせてご参加ください。
�事業計画の対象児でなくても参加できます。

■問い合わせ先　　馬山保育園　８２－２３２３　　小坂保育園　８２－２１１６　

　　　　　　　　　青倉保育園　８２－２５４９　　下仁田町役場　健康課福祉係　（内線３２５）

準備する
もの

赤ちゃんマッサージ

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

講 師

馬山保育園

妊婦さんと３才児まで

リトミック講師　田中文華、蟻坂弘江
担当保育士　寒河江恵子

７/１９（木）

１０：００～１１：００

運動の出来る服装で
お出かけください。

リトミック

乳幼児の育て方及び
在園児との交流

青倉保育園

７/１０（火）

１０：００～１１：３０

妊婦さん～３才

赤ちゃんマッサージはバスタオルを
１枚用意してください。

汚れても良い服装でお出掛けください。

参加ご希望の方は事前に
ご連絡ください。

赤ちゃんマッサージ

親子造形遊び「指絵の具で遊ぼう」

小坂保育園

保育園ホール 保育園内保育園内

７/２８（土）

１６：００～

１才～５才

夏の夕方、親子で
納涼祭を楽しむ

荒船太鼓・盆踊り・
お店やさん・スイカ割・花火

納涼祭

未就園児
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（富岡市と合同で実施します。）

　甘楽郡・富岡市母子会では、夏休みの工作を通して親
子（母子・父子）が
　ふれあう時間を持つことを目的に工作教室を実施し
ます。

◯日　　時　７月２１日（土）　午前１０時～正午
◯会　　場　富岡公民館　
◯対 象 者　甘楽郡在住の母子（父子）
　　　　　　家庭の母（父）と子
◯内　　容　親子で楽しみながらオリジナル時計作り
◯定　　員　１５人（申し込み先着順）幼児以上参加可
◯参 加 費　１人３００円（大人・子ども同額）
○受付期間　７月５日（木）～７月１２日（木）
◯申し込み先　参加費を添えて、健康課福祉係へ
　　　　　　お申込みください。
　作品は子ども１人につき１作品を製作します。
　また、参加者全員に軽食を用意します。

親子ふれあい時計作り親子ふれあい時計作り
（富岡市と合同で実施します。）

　甘楽郡・富岡市母子会では明るくて楽しい母子（父
子）家庭づくりを目的に、
　次のとおり親子ふれあいツアーを実施します。

○日　　時　８月１１日（土）
　　　　　　午前５時３０分に富岡市勤労者会館出発
○場　　所　東京ディズニーシー
○対 象 者　甘楽郡在住 の母子（父子）
　　　　　　家庭の母（父）と子
○定　　員　２５名（先着順）
○参 加 費　大人（１８歳以上）７，７００円
　　　　　　中人（中学・高校生）６，８００円
　　　　　　小人（小学生まで）５，７００円
　　　　　　（バス代・パスポート代・保険料含む）
○受付期間　７月５日（木）～７月２５日（水）
○申し込み　参加費を添えて、健康課福祉係へ
　　　　　　お申込みください。
　なお、定員に満たない場合は中止となる場合もあ
ります。ご了承ください。

親子ふれあいツアー親子ふれあいツアー

参
加 者 募 集

【お問い合わせ先】健康課福祉係（内線３２５）

世界遺産候補地

＜問い合せ･申込み先＞　健康課福祉係　�０２７４-８２-２１１１（内線３２５）

�８月５日（日）神津牧場と荒船風穴において、今年２回目のイベントを開催します。当日は風穴での

冷風体験やＢＢＱ等をとおして交流を図ります。

�対　　象　　２０～４０歳代の独身男女各１２名

�お申込み　　７月２日～２０日（定員になり次第〆切）

�参 加 費　　男性２,０００円､女性１,０００円（ただし町内在住者は無料）

出会い交流の場づくり事業開催

「荒船風穴」トレッキング＆高原ＢＢＱ「荒船風穴」トレッキング＆高原ＢＢＱ「荒船風穴」トレッキング＆高原ＢＢＱ
「出会える夏の自然体験！」
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※イベント内容については、料金、事前予約が必要になるものもありますので、確認して下さい。
【問い合わせ先】　富岡市役所企画政策課　サミット実行委員会事務局　q６２－１５１１（内線１２３３�）
　　　　　　　　　※上信電鉄沿線市町村連絡協議会は「零士ワ－ルドサミットin富岡」を後援しています。

名　称　　「零士ワールドサミットin富岡」

日　時　　平成２４年７月１５日（日）・１６日（月、海の日）
内　容（一部）

日　　　　時

７月１５日（日）

７月１５日（日）～９月２日（日）

７月１５日（日）

７月１６日（月）１３：３０～

７月１６日（月）１３：３０～

７月１６日（月）１８：００～

場　　　　　所

富岡市美術博物館

富岡市美術博物館（一般７００円等）

富岡製糸場（入場料５００円）

富岡製糸場（入場料５００円）

富岡市かぶら文化ホール

富岡市かぶら文化ホール

内　　　　　容

松本零士展オープニングセレモニー・テープカット（９：３０～）・
松本零士サイン会

松本零士展

サミット会議（定員３００名）

JAXA講演イベント（事前予約制、定員３００名）

松本零士アニメ上映会

アニメソングライブ（定員１０００名、全席指定１５００円）

イベントのお知らせイベントのお知らせイベントのお知らせ

下仁田町スポーツ推進委員を紹介します 氏　　名

木　暮　弘　元

大　井　まり子

恩　幣　由紀子

赤　岩　京　子

佐　藤　とも江

小　林　　　学

古　矢　和　夫

下　山　善　幸

関　口　正　浩

長　岡　正　美

安　藤　伸　也

新　井　智　子

加　勢　育　代

田　村　　　充

神　戸　信　一

地　区

下仁田

馬　山

小　坂

西　牧

青　倉

群馬県立下仁田高等学校

トレーニングルームの一般開放のお知らせ
群馬県立下仁田高等学校

トレーニングルームの一般開放のお知らせ
�下仁田高校のトレーニングルームを一般の方々に開放して
います。体力づくり、健康増進にご活用ください。

○使用できるもの　ウエイトマシン、エアロバイク、 バーベルなど
○対象　下仁田町もしくは南牧村に在住の方または生徒、保護者
○日時　７月～１２月の木曜日のうち、次の日
　　　　（都合により開放できない場合もあります）
　　　　１０月：７日、１４日、２１日　１１月：４日、１１日、１８日、２５日
　　　　１２月：９日、１６日　時間：１７：３０～１９：３０
○申し込み方法
�電話にて前日までに申し込みをして下さい。
　下仁田高校　q８２-３１２４（９：００～１７：００）　担当：平川

　今年度から２年間スポーツ推進委員としてお世話になる皆さんです。からっ風
駅伝大会をはじめとする町内の各種スポーツ行事で指導を行っていただきます。

※「体育指導委員」は今年度から
「スポーツ推進委員」になりました。

【問い合わせ先】
　下仁田町教育委員会
　生涯学習係（内線７１４）
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人権について学びませんか
～人権教育指導者養成講座～

�下仁田町教育委員会では７月から来年２月まで、群馬県教育委員会の委託により下仁田町人権教育指導
者養成講座を表のとおり開催いたします。およそ月１回から２回の講座です。下記により申し込みください。
�なお、時間については午後２時から４時頃を基本といたします。
※講師の都合により、日程等変更がある場合もあります。
�申込方法
�　・対　　象　町内在住・在勤の２０歳以上の希望者
�　・受 講 料　無料
�　・定　　員　先着２５名程度
�　・申込期間　７月２日(月) ～ ７月１７日(火) 
�　・申　　込　電話・FAXで申し込みください。
�　下仁田町教育委員会　生涯学習係
�q８２－２１１１（内線７１３） FAX：８２－５７６６

人権教育指導者養成講座
月／日

 ７/２７(金）

８/３(金)

夏休み期間

９月

１０/９(火)

１０月

１月

１/３１(木)

２/７(木)

学習内容 方法・教材 場 　　所 講師･助言者 職氏名

開講式
人権映画会
人権教育推進協議会

町人権教育講演会
（町研主催、全教職員参加）

親子映画会
（青少推主催）
「いのちの授業９００日」他

国際理解「インド音楽・文化」

「歴史から学ぶ人権」

「障害のある人たちの人権」

人権問題講演会

西部地区人権教育
指導者研修会「多文化
共生社会における人権」

「身近なことから人権を考えよう」
閉講式

講　　話

映　　画

講　　演

レジュメ

映　　画

講　　演

講　　演

レジュメ

講　　演

レジュメ

講　　演

レジュメ

講　　演

レジュメ

講　　演

講　　演

講　　話

下仁田町役場

２階大会議室

教育長　　木　成雄

教育委員会事務局職員

音文化研究家・演奏家

T.M.Hoffman　先生

郷土史家

大塚　政義　先生

県人権啓発専門員

小林　　修　先生

元県国際課長

山口　和美　先生

群馬県立身体障害者リハビリ

テーションセンター所長

山田　　宏　先生

高崎市社会教育課主査

伊藤 洋一　先生

教育長　�木　成雄

教育委員会事務局職員

講師未定下仁田町公民館

下仁田町

文化ホール

下仁田町公民館

下仁田町役場

２階大会議室

下仁田町役場

２階大会議室

下仁田町役場

２階大会議室

高崎合同庁舎

下仁田町役場

２階大会議室

▲昨年度人権講演会の様子
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行政区
大小区制

明治５年
大区・小区制に改称

２２大区８小区

明治５年より

２２大区６小区

２２大区１小区

２２大区１０小区

北甘楽郡

下仁田町の沿革

甘楽郡

昭和２８年９月１日
町村合併促進法施行

下仁田町
昭和３０年３月１０日合併

明治１１年７月２２日
郡区町村編制法の制定

青 倉 村
大 桑 原 村
風 口 村
宮 室 村

下 仁 田 町
栗 山 村
吉 崎 村
川 井 村

馬 山 村
白 山 村

上 小 坂 村
中 小 坂 村
下 小 坂 村

本 宿 村

西 野 牧 村

南 野 牧 村

北 野 牧 村

明
治
１５
年
５
月
９
日
西
野
牧
村
が
５
村
に
分
離

東野牧村（明治
１７年７月２８日
西牧地区から
分離・小坂地区
へ合併）

明
治
２２
年
４
月
坂
牧
村

明
治
２３
年
よ
り
小
坂
村

甘 楽 郡

明 治 以 降
明 治 ４ 年

青 倉 村
大 桑 原 村
風 口 村
宮 室 村

下 仁 田 村
栗 山 村
吉 崎 村
河 井 村

馬 山 村
白 山 村

上 小 坂 村
中 小 坂 村
下 小 坂 村

大 平 村
森 平 村
坂 詰 村

本 宿 村
根 小 屋 村
漆 萱 村

黒 川 村
矢 川 村

芦 野 平 村
藤 井 村
三 ツ 瀬 村
市 野 萱 村

入 山 村
恩 賀 村

北 甘 楽 郡

明治２２年３月
市町村制施行

青 倉 村
多野郡（旧南
甘楽郡）より平
原が編入

下 仁 田 町

馬 山 村

明治２３年
１２月２０日
西 牧 村

碓氷郡へ編入
（入山村、恩賀村）

※明治以降の町の成立経過をまとめました。

下仁田村が下仁田町へ
名称変更２２大区７小区

南牧村より昭和３１年
４月１日下郷が編入

明治８年１０月１４日１４村
が合併し西野牧村とな
る

ふるさとセンターだよりふるさとセンターだより
歴史民俗資料館

古文書を学びませんか
古文書教室（代表：大塚政義）では、月２回（第１．３土曜日の午後
１時～３時）に中級程度の文書読み合わせをしています。初心
者が入会すれば、初級用の文書も取り入れたいと思います。“習
うより慣れろ”で楽しく歴史ロマンに触れてみませんか
　入会申し込みは、ふるさとセンタ－へお願いします。
�
ふるさと歴史講座の開催について
第２回ふるさと歴史講座を開催します。
今回は、「荒船風穴について」群馬県観光物産国際協会の堀口和利氏を講師にして、お話をさせていただきます。
「富岡製糸場と絹産業遺産群」の構成資産の１つとして、世界遺産登録を目指している荒船風穴について一緒
に学びましょう。

日　時　７月２４日（火）１０時～１１時３０分
会　場　ふるさとセンタ－　会議室
定　員　１５名
申し込みは、ふるさとセンタ－へ電話でお願いします。
�
下仁田町大字下小坂７１番地１　歴史民俗資料館　ふるさとセンタ－�q８２-５３４５

▲見学者でにぎわう荒船風穴
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３歳児のむし歯がこんなに減りました。３歳児のむし歯がこんなに減りました。３歳児のむし歯がこんなに減りました。

【問い合せ先】　健康課　保健環境係８２-５４９０

�２５年前、下仁田町の３歳児むし歯保有率は県内でも多いほうでした。
�そのため、町では、昭和６３年度に「むし歯半減３カ年計画」を立てました。乳児健診に歯科衛生士を配置し、幼
児健診では町内歯科医師全員体制で歯科健診、歯垢染出し、歯みがき指導、フッ素塗布を始めました。そして、３
歳児健診でむし歯がなかったお子さんを表彰する「３歳児よい歯の表彰」も、この年から行ってきました。
�保護者様のご努力により、今では、下仁田町は幼児のむし歯が少ない地区になりました。３歳児では、むし歯の
ないお子さんが８割以上になっています。

�幼児歯科健診は３歳６ヶ月までですが、その後は、保育園集団フッ素洗口、小中学生家庭でのフッ素洗口、定期
健康相談と歯科保健は継続的にご利用いただけます。
　むし歯と歯周病を予防して、「８０２０」の実現を目指しましょう。
�健康な歯で何でもよくかんで食べ、健康な体を！

�昨年まで行っていた「３歳児よい歯の表彰」は、今年から廃止させていただくことになりました。表彰の
かわりに、健診で母子健康手帳へ「むし歯ゼロシール」を貼らせていただきます。昨年１１月・今年１・３月に３
歳児健診を受けてむし歯がなかったお子さんには、３歳６か月の歯科健診へいらした際にシールを貼らせ
ていただきます。
�楽しみにしてくださっていた保護者様もいらっしゃることと思いますが、現状をご理解の上、ご協力の程
お願いいたします。
�中学３年生で永久歯にむし歯のない生徒さんの「中学３年生よい歯の表彰」は、今年も行います。

お知らせ

０
５９

９３.７

７.３
６.９

６.６
６.３

５.１
４.５

４.１

４.８

３.９ ３.９

２.１

３

１.６

０.８
１.４

１.７
１.２５

０.８
１.２

１.６
１

０.５
０.８

０.７ ０.６５
１.１６

０

０

９０.９
８６.４

８３ ８５.４
７８.９

６９.５
６５.２

７６.３

６４
６１.３ ６２.５

４８.１

３９.２

２１
２６.８

４１.４

２６.３
２０.６

２６.５
２９.８

２６.３２３.５

１１.８

２５

１５.２ １６

６０ ６１ ６２ ６３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２０

４０

６０

８０

１００

６０ ６１ ６２ ６３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３
０

１

２

３

４

５

６

７

８

３歳児むし歯保有率 %

３歳児一人平均むし歯本数 本
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ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）
下仁田町大字青倉１５８-1
q７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

問い合わせ先　下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）　q７０－３０７０

※下仁田町自然史館では、午前９時から午後４時まで展示室を開放しています。ぜひお出かけください。

自然史館の利用他
５月１９日（土）　体験教室①　はねこし峡川原の石　　　　　　　　　　　　   　０４９名
５月２６日（土）　群馬県地域文化研究協議会『鏑川上流流域の近代化を考える』    １８０名
６月０１日（金）　第８回ジオパーク下仁田協議会　　　　　　　　　　　　　　　０２２名

行事予定
現地観察会　蒔田不動
　日　時　７月１４日（土）９：００～１２：００
　集　合　上蒔田公会堂
　準　備　長靴・軍手・動きやすい服装・飲み物

夏休み子ども自然探検教室
８月４日（土）１３時　自然史館集合
　川の探検・くらやみ探検
８月５日（日）１５時解散予定
　朝の森探検・山の探検
参加費：子ども２，０００円　大人２，５００円（食費を含む）
　　　　※参加を希望される方は、ジオパーク推進室へお申込みください。

行事報告

�５月１２日（土）～１５日（火）にかけて、第５回ジオパーク国際ユネスコ会議が島原半島ジオパークにおいて、各国の
ジオパーク関係者や地元の方など、延べ２万人の参加により盛大に開催されました。
　下仁田ジオパークからも４名が参加し、ジオグルメ等の紹介や、海外向けポスターセッションを行ってきました。
�地元ガイドによるジオツアーやワークショップなど下仁田ジオパークが世界ジオパーク登録へ向けて、推進してい
くために大変参考になりました。

日本ジオパークネットワーク（JGN）協賛会員の募集
　JGNの目的に賛同する個人･団体等から、広く協賛会員を募集しています。
会員になると、全国のジオパークの施設等で特典を受けられます。また、JGNウェブサイトにも掲載されています。
　詳細は、下仁田町自然史館へ、お問い合わせください。

▲蒔田不動の滝

▲第５回ジオパーク国際ユネスコ会議の様子
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

第６５回町民ゴルフ大会結果

�６月３日（日）下仁田カントリークラブにおいて、
町民ゴルフ大会が開催され、次の方々が入賞され
ました。おめでとうございました。（敬称略）

国保グラウンドゴルフ大会

老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会

�５月２１日（月）、天神平グラウンドゴルフ場（南野牧）
にて、健康増進の一環として国保グラウンドゴルフ
大会が開催されました。その成績結果は次のとお
りです。

�６月５日（火）馬山グラウンドゴルフ場において、第１６
回下仁田町老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会が開
催され、各単位クラブから計８チームが参加し、清々しい
汗を流しました。
�結果、次の上位４位までのチームが９月開催予定老連
郡大会への出場権を獲得しました。　

▲（写真左より）下山さん、園部さん、諸星さん ▲（写真左より）瀬間かず子さん、吉井千司さん、安藤正行さん

優　勝

準優勝

第３位

第４位

チーム名

城西区長寿会Ａ

東町長寿会Ｂ

下町長生会（２）

東町長寿会Ａ

１Ｒ

１１３

１１０

１１２

１１５

２Ｒ

１０６

１１０

１１１

１０９

合計打数

２１９

２２０

２２３

２２４

※あなたもクラブの仲間に入りませんか。
　詳しくは事務局までお気軽にお問合せ下さい。
　（連絡先：健康課高齢者支援係　q８２-２１１１ 内線３２８）　　

優　勝

準優勝

第３位

氏　名

園部　耕作

下山ひろ江

諸星セツ子

地　区

西牧

馬山

下仁田

１Ｒ

１６�

１６�

１６

スコアー

２Ｒ

１６�

２０�

２１

計

３２�

３６�

３７

●かくしゃく賞（８０歳以上）　６４名
●ホールインワン賞　　　　３９名

白
熱
し
た
チ
ー
ム
対
抗
の

団
体
戦

優
勝
チ
ー
ム
選
手
の
み
な
さ
ん

優　勝

準優勝

第３位

ベストグロス

総　合

吉 井 千 司

加 庭 紀 夫

大河原順次郎

安藤正行（８３）

グランドシニア女子

市 川 征 一

白 鷹 公 子

瀬 間 か ず 子

瀬間かず子（８９）
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建設工事表彰式

平成２４年度群馬県総合表彰

～地域貢献活動～
�「こんにゃく広場内に
　　　　　　　花の植栽ボランティア」

　５月１７日、平成２４年度群馬県総合表彰式が群馬
会館ホールで行われました。
　当町からは、佐藤憲一さん（県観光物産国祭協
会副理事長）が、長年にわたり観光分野で公共福
祉のため献身的にご尽力されたことが認められ表
彰されました。おめでとうございます。また、受賞
にあたり福祉に役立ててほしいと町にご寄付をい
ただきました。ありがとうございました。

▲受賞された佐藤憲一さん

▲小学校への避難の様子

　平成２２年度に完成した工事を対象とする優秀
建設工事等表彰式が、１０月６日（木）に行われ、優
良工事業者２社及び技術者２名が金井町長から表
彰状が授与されました。

建設工事表彰式

川井地区防災避難訓練

　６月３日（日）、川井地区で集中豪雨等による土
砂災害の危険を想定した避難訓練が行われました。
　当日は川井地区住民、警察、消防、役場の関係
者を含め約１００名の方が参加し、避難経路や連絡
体制など再確認し、実際の災害時に迅速に避難で
きるように取り組みました。

　６月９日（土）、神戸建設株式会社様のご協力により、こ
んにゃく広場内の花壇において、なでしこ等の花の植栽
をボランティア活動で実施していただきました。おかげ
様で花壇もきれいになり、広場を利用する町の方々や、
　こんにゃく手作り体験に訪れていただく方々を和ませ
てくれています。
　今年も大変ありがとうございました。
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屋
根
外
壁
の
工
事
が
終
了
し
、

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

▽
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

▽
募
集
戸
数
　
１
戸
（
昭
和

５５
年

度
建
設
）

▽
間
取
り
　
２
階
建
、
和
室
　
３

Ｄ
Ｋ
 

約
６０
㎡

▽
家
賃
　
１
３
、
３
０
０
円
〜
２

１
、
３
０
０
円
の
間
（
所
得
に
応

じ
て
算
出
）

▽
駐
車
台
数
　
１
台
　
月
額
１
、

５
７
５
円
 

▽
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費
月
額

１
、
３
０
０
円

▽
資
格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親
族

要
件
等

▽
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

▽
受
付
日
時
　
７
月
２
日
（
月
）

〜
７
月

１３
日
（
金
）
平
日
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分

▽
入
居
予
定
　
７
月
下
旬

※
募
集
戸
数
よ
り
申
し
込
み
が
多

い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
所
得
証
明
書
等
（
平

成
２３
年
分
）
、
納
税
証
明
書
、
そ

の
他
状
況
に
よ
り
必
要
な
書
類

▽
問
い
合
わ
せ
･
申
込
先
　
産
業

振
興
課
土
木
管
理
係

内
線
３
４
２

●
航
空
学
生

▽
受
験
資
格
　
高
卒
（
見
込
含
）

２１
歳
未
満

▽
受
付
期
間
　
平
成

２４
年
８
月
１

日
〜
９
月
７
日
ま
で

▽
試
験
日
（
一
次
）
平
成

２４
年
９

月
２２
日

●
一
般
曹
候
補
生

▽
受
験
資
格
　

１８
歳
〜

２７
歳
未
満

▽
受
付
期
間
　
平
成

２４
年
８
月
１

日
〜
９
月
７
日
ま
で

▽
試
験
日
（
一
次
）
　
平
成

２４
年

９
月

１７
日

●
自
衛
官
候
補
生

▽
受
験
資
格
　

１８
歳
〜

２７
歳
未
満

▽
受
付
期
間
　
平
成

２４
年
８
月
１

日
〜
９
月
７
日
ま
で

▽
試
験
日
（
一
次
）
平
成

２４
年
９

月
８
日
、２９
日
、３０
日
、１０
月

１３
日
の

い
ず
れ
か
の
一
日

▽
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所

高
崎
市
あ
ら
町
５
ー
５

q
０
２
７
ー
３
２
６
ー
１
７
６
１

　
平
成

２４
年
度
の
町
民
税
非
課
税

世
帯
に
該
当
し
、
引
き
続
き
介
護

保
険
施
設
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

含
む
）
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は

食
費
・
居
住
費
が
軽
減
さ
れ
ま
す

の
で
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
新
規
に
入
所
さ
れ
る
方
、

平
成

２３
年
度
に
該
当
に
な
ら
な
か
っ

た
方
で
あ
っ
て
も
、
今
年
度
の
課

税
状
況
が
町
民
税
非
課
税
世
帯
に

該
当
す
る
場
合
は
減
額
認
定
と
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
印
鑑
（
代
理
者
が

申
請
す
る
場
合
は
代
理
者
の
印
鑑
）

を
持
っ
て
介
護
保
険
係
窓
口
ま
で

お
出
掛
け
下
さ
い
。

な
お
、
受
け
取
っ
た
「
減
額
認
定

証
」
を
施
設
担
当
に
提
出
し
な
け

れ
ば
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘

れ
ず
に
施
設
担
当
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
介
護

保
険
係
（
内
線
３
２
３
・
３
２
４
）

　　
群
馬
県
で
は
、
介
護
保
険
法
に

基
づ
く
指
定
試
験
実
施
機
関
と
し

て
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
試

験
に
係
る
事
務
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
も
次
の
と
お
り
試
験
案
内

の
配
布
・
試
験
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
受
験
希
望
さ
れ
る
対
象
者
は

申
し
込
み
下
さ
い
。

▽
介
護
支
援
専
門
員
の
具
体
的
な

業
務

介
護
を
必
要
と
す
る
方
や
そ
の
家

族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
利

■下仁田町役場
■保健センター
■下仁田町公民館
■下仁田厚生病院
■荒船の湯
■ふるさとセンター
■下仁田町自然史館

82-2111
82-5490
82-3535
82-3555
62-6004
82-5345
70-3070

q
q
q
q
q
q
q

町
営
し
ら
か
ば
団
地

入
居
者
募
集

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

介
護
保
険
係
か
ら
の

お
知
ら
せ

平
成

２４
年
度
　
群
馬
県

介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験
 

下仁田厚生病院では、次のとおり職員を募集いたします。

◎診療放射線技師（臨時職員）
・募集人員　１名
・受験資格　診療放射線技師の免許を保持している人
　　　　　　
・試験内容　面接
・試 験 日　平成２４年８月中旬（予定）
・採用期間　平成２４年１０月より２年間（予定）
・申込期間　平成２４年７月３１日（火）までに履歴書を提出
　　　　　　してください。（必着）
　　　　　　※職場見学は随時受け付けています。

◎看護師・准看護師（正規職員及びパート職員）
　※パート職員の勤務時間については相談に応じます。
・募集人員：５名程度
・申込期間：随時受け付けています。

◇問い合わせ・申込先
　下仁田厚生病院庶務課　q８２－３５５５

下仁田厚生病院からのお知らせ

（マンモグラフィ撮影があるため、女性職員を希望）



用
者
の
希
望
に
添
っ
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作

成
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

の
連
絡
調
整
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

▽
主
な
対
象
者

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
い
ず
れ
か

の
分
野
で
５
年
以
上
の
実
務
経
験

が
必
要
で
す
。

筆
記
試
験
に
合
格
後
、
所
定
の
実

務
研
修
を
修
了
す
る
と
介
護
支
援

専
門
員
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

▽
試
験
日
時
 

１０
月

２８
日（
日
）

▽
試
験
案
内
配
布
　
７
月
２
日（
月
）

か
ら

▽
試
験
案
内
配
布
場
所

下
仁
田
町
役
場
、
富
岡
保
健
福
祉

事
務
所
、
県
庁
（
介
護
高
齢
課
・

県
民
セ
ン
タ
ー
）
な
ど

▽
受
付
期
間
　
７
月
４
日
（
水
）

か
ら
７
月

３１
日
（
火
）
ま
で

７
月

３１
日
消
印
有
効

▽
申
し
込
み
方
法

所
定
の
出
願
用
紙
に
よ
り
申
し
込

む
（
郵
送
の
み
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人

材
課

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

q
０
２
７
ー
２
８
０
ー
４
１
０
７

FAX
０
２
７
ー
２
５
５
ー
６
０
４
０

　

　
平
成

２４
年
７
月
１
日
か
ら
、
こ

れ
ま
で
適
用
が
猶
予
さ
れ
て
い
た

以
下
の
制
度
が
、
労
働
者
数
１
０

０
人
以
下
の
事
業
主
に
も
適
用
に

な
る
た
め
、
就
業
規
則
の
整
備
が

必
要
で
す
。

①
短
時
間
勤
務
制
度

　
事
業
主
は
、
３
歳
に
満
た
な
い

子
を
養
育
す
る
従
業
員
に
つ
い
て
、

従
業
員
が
希
望
す
れ
ば
利
用
で
き

る
短
時
間
勤
務
制
度
（
１
日
の
所

定
労
働
時
間
を
６
時
間
と
す
る
）

を
設
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
所
定
外
労
働
の
制
限

　
３
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す

る
従
業
員
が
申
し
出
た
場
合
に
は
、

事
業
主
は
、
所
定
労
働
時
間
を
超

え
て
労
働
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

③
介
護
休
暇

　
要
介
護
状
態
に
あ
る
家
族
の
介

護
そ
の
他
の
世
話
を
行
う
従
業
員

は
、
事
業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
、
対
象
家
族
が
１
人
で
あ
れ

ば
年
に
５
日
、
２
人
以
上
で
あ
れ

ば
年
に

１０
日
ま
で
、
１
日
単
位
で

休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
雇
用

均
等
室
q
０
２
７
ー
２
１
０
ー
５

０
０
９
ま
で
 

　
町
で
は
、
ガ
ス
を
安
全
に
使
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ガ
ス
給
排

気
設
備
等
の
調
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
お
宅
へ
委
託
業

者
が
伺
い
調
査
を
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
調
査
期
間
　
７
月
〜
９
月
末
日

▽
対
象
地
区
　
吉
崎
地
区
・
下
小

坂
地
区
・
青
倉
地
区

▽
委
託
業
者
　
（
株
）
ト
キ
ワ
　

※
調
査
員
は
調
査
実
施
前
に
町
証

明
書
を
提
示
し
ま
す
。
　

▽
調
査
費
用
　
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
　
ガ
ス
水
道
課
ガ

ス
係
（
内
線
４
２
３
）
　

　
退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か
？

　
中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
）
は
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
退
職
金
制
度

で
す
。
安
全
・
有
利
・
簡
単
な
中

退
共
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

制
度
の
特
色
　

◆
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

◆
掛
金
は
全
額
非
課
税
。
手
数
料

も
不
要
で
す
。

◆
社
外
積
立
型
な
の
で
管
理
が
簡

単
で
す
。

◆
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入

で
き
ま
す
。

▽
お
問
い
合
せ
先
　
（
独
）
勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構
　
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

q
０
３
ー
６
９
０
７
ー
１
２
３
４

FAX
０
３
ー
５
９
５
５
ー
８
２
１
１

　　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

で
は
、
精
神
科
医
師
に
よ
る
薬
物
、

ア
ル
コ
ー
ル
等
の
依
存
症
の
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
依
存
症
は
意

志
の
弱
さ
や
性
格
の
問
題
で
は
な

く
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
に
よ
る

脳
の
障
害
で
す
。
専
門
家
に
よ
る

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

家
族
の
方
だ
け
の
相
談
も
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
。

▽
相
談
日
　
原
則
と
し
て
毎
月
第

２
火
曜
日
、
第
４
水
曜
日
　
午
前

８
時

３０
分
〜
午
後

１２
時
の
間
で
予

約
制

▽
相
談
場
所
　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー
　
前
橋
市
野
中
町

３
６
８

　
相
談
は
予
約
制
で
す
。
群
馬
県

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
相
談
専
用

電
話
q
０
２
７
ー
２
６
３
ー
１
１
５

６
で
相
談
内
容
を
お
う
か
が
い
し
た

上
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。　

　　
平
成

２４
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
納
税
通
知
書
を
７
月

１３
日
に

発
送
し
ま
す
。
第
一
期
の
納
期
限

は
７
月

３１
日
で
す
の
で
、
納
期
限

内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
税
務

係
（
内
線
３
３
５
）

　
大
切
な
家
族
を
自
死
で
亡
く
し

た
場
合
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
悲

し
み
、
不
安
、
怒
り
な
ど
の
気
持

ち
を
抱
く
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
そ
の
気
持
ち
を
周
囲
に
話

す
こ
と
は
難
し
く
、
一
人
で
抱
え

て
し
ま
う
方
が
多
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

で
は
、
遺
族
同
士
が
安
心
し
て
思

い
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
場
所
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
者
　
ご
家
族
を
自
死
で
亡

く
さ
れ
た
方
（
親
、
配
偶
者
、
き
ょ

う
だ
い
、
子
ど
も
）
※
対
象
者
以

外
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
場
所
　
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
中
野
町
３
６
８
）

▽
申
し
込
み
　
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー
q
０
２
７
ー
２
６
３
ー
１
１
５
６
）

へ
の
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
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改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の

全
面
施
行
の
お
知
ら
せ

依
存
症
相
談

都
市
ガ
ス
漏
え
い
検
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

中
退
共
で
退
職
金
を

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す

自
死
遺
族
相
談
及
び

交
流
会
の
ご
案
内
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民公 館だより
平成24年7月1日発行 337号

【下仁田町公民館】　q82-3535  FAX82-5489

映
画
鑑
賞
会
・
町
民
文
化
講

座
の
お
知
ら
せ

　
文
化
協
会
で
は
、
毎
年
開
催

し
て
い
る
映
画
鑑
賞
会
と
、
町

民
文
化
講
座
を
今
年
も
開
催
し

ま
す
。

　
ご
家
族
・
お
友
達
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

映
画
鑑
賞
会
　

◇
日
時
　
８
月
３
日
（
金
）
午

後
６
時
３０
分
〜

◇
場
所
　
文
化
ホ
ー
ル

◇
映
画
　
「
天
国
か
ら
の
エ
ー
ル
」

　
監
督
・
・
・
熊
澤
誓
人

　
脚
本
・
・
・
尾
崎
将
也

　
　
　
　
　
　
う
え
の
き
み
こ

　
出
演
・
・
・
阿
部
寛

　
　
　
　
　
　
ミ
ム
ラ
他

詳
し
く
は
別
刷
り
の
チ
ラ
シ
（
回

覧
版
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
チ
ケ
ッ
ト
　
５
０
０
円
　

７
月
３
日
（
火
）
よ
り
販
売
致

し
ま
す
。

町
民
文
化
講
座
　

◇
日
時
　
９
月
７
日
（
金
）
午

後
６
時
３０
分
〜

◇
場
所
　
文
化
ホ
ー
ル

◇
講
師
　
医
学
博
士
　
医
療
法

人
中
央
群
馬
脳
神
経
外
科
病
院 

理
事
長
　
中
島
　
英
雄
先
生

（
落
語
家
　
桂
　
前
治
　
師
匠
）

◇
内
容
　
お
医
者
さ
ん
で
落
語

家
で
も
あ
る
先
生
の
、
医
療
に

笑
い
を
取
り
入
れ
た
お
話
で
す
。

一
寸
真
面
目
に
科
学
的
に
分
析

し
た
「
笑
い
」
や
、
お
か
し
く

楽
し
い
、
そ
し
て
ち
ょ
っ
ぴ
り

辛
口
の
「
中
島
節
」
を
お
聴
き

く
だ
さ
い
。

◇
チ
ケ
ッ
ト
　
５
０
０
円

７
月
２０
日
（
金
）
よ
り
販
売
致

し
ま
す
。

《
映
画
会
・
文
化
講
座
と
も
に
》

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
：
下
仁
田
町
公

民
館
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー
・
婦

人
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
・
文
化

協
会
各
団
体

◇
問
い
合
わ
せ
　
文
化
協
会
事

務
局
（
下
仁
田
町
公
民
館
）

自
然
探
検
教
室
（
２
回
目
）

参
加
者
募
集

　
公
民
館
で
は
、
町
内
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
自
然
探
検
教

室
を
年
間
５
回
計
画
し
て
、
ジ

オ
サ
イ
ト
観
察
を
し
て
い
ま
す
。

共
催
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

及
び
自
然
学
校
で
あ
り
、
講
師

は
自
然
学
校
の
先
生
で
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
も
（
町
外
希
望
者

も
申
込
可
）
一
緒
に
参
加
し
て

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

◇
期
日
　
７
月
２１
日
（
土
）

◇
集
合
　
午
前
８
時
（
下
仁
田

町
公
民
館
前
）

◇
解
散
　
午
後
３
時
（
下
仁
田

町
公
民
館
前
）

※
現
地
（
内
山
峠
登
山
口
）

　
集
合
　
午
前
８
時
３０
分
、

　
解
散
　
午
後
２
時
で
も
Ｏ
Ｋ
。

◇
内
容
　
『
荒
船
ハ
イ
ク
！！
』

◇
対
象
　
子
ど
も
及
び
成
人

◇
申
込
日
　
７
月
２
日
（
月
）

午
前
８
時
３０
分
よ
り
受
付
開
始

◇
申
込
締
切
　
７
月
９
日
（
月
）

※
公
民
館
以
外
か
ら
も
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
申
込
者
５０
人

に
な
り
ま
し
た
ら
締
切
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
・
申
込
み
　
下
仁
田

町
公
民
館
　
q

８２
‐
３
５
３
５

図
書
室
ま
つ
り
開
催

し
ま
し
た
！
　
　

　
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
に
ち

な
ん
で
行
わ
れ
ま
し
た
図
書
室

ま
つ
り
に
、
小
学
生
・
中
学
生
・

幼
児
か
ら
た
く
さ
ん
の
感
想
文
・

感
想
画
を
応
募
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
全
部
で
７１
人
の
作
品

を
図
書
室
に
展
示
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

課
題
図
書
が
入
り
ま
し
た
！

　
小
・
中
学
校
の
夏
休
み
課
題

図
書
「
ぼ
く
が
き
ょ
う
り
ゅ
う

だ
っ
た
と
き
」
を
含
む
全
１５
冊

の
新
し
い
本
が
入
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
民
館
３
階
を
開
放
し
ま
す
！

　
夏
休
み
の
期
間
は
、
図
書
室

を
利
用
す
る
学
生
が
多
い
た
め
、

公
民
館
の
３
階
の
空
室
を
学
生

用
に
開
放
し
ま
す
。

夏
休
み
は
下
仁
田
町
公
民
館
図

書
室
で
過
ご
そ
う
！

七
夕
ま
つ
り
開
催
！！

　
下
仁
田
町
公
民
館
図
書
室
で

は
、
８
月
７
日
の
「
七
夕
」
に

ち
な
ん
で
、
７
月
１０
日
（
火
）

〜
８
月
７
日
（
火
）
ま
で
の
期

間
を
七
夕
ま
つ
り
と
し
て
、
幼

児
か
ら
一
般
来
客
者
を
対
象
に
、

短
冊
を
募
集
し
ま
す
。
見
た
目

に
も
涼
を
感
じ
る
笹
の
葉
に
、

願
い
ご
と
を
つ
る
し
に
図
書
室

へ
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？
読
み

物
を
そ
ろ
え
て
、
み
な
さ
ま
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

県
立
図
書
入
れ
替
え
の

お
知
ら
せ

　
次
回
の
県
立
図
書
の
入
れ
替

え
は
、
７
月
１３
日
（
金
）
に
な

り
ま
す
。
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【
短
歌
】

■
吾
が
歳
を
思
え
ば
余
生
と
な
り
し
か
な
百
ま
で
生
き
よ
と
言
は
る
る
程
に
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
　
山
）
蟻
坂
久
里
子

■
ほ
の
暗
き
太
陽
の
グ
ラ
ス
の
金
環
に
宇
宙
の
神
秘
を
一
瞬
覗
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
　
山
）
山
中
　
た
ね

■
春
風
に
さ
そ
は
れ
友
と
歩
き
つ
つ
津
の
公
園
は
桜
満
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
崎
市
）
並
木
三
千
夫

【
俳
句
】

■
胸
の
内
そ
っ
と
覗
か
れ
花
は
葉
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
　
倉
）
清
水
　
秀
子

■
夕
暮
れ
や
杜
誘
う
仏
法
僧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
野
牧
）
清
水
み
ち
代

■
み
ご
と
な
る
千
紫
万
紅
眺
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
　
坂
）
石
井
　
紀
子

■
緑
立
つ
す
ら
り
と
言
葉
天
に
指
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
　
坂
）
佐
藤
　
信
香

■
大
内
宿
の
流
れ
に
浸
す
ラ
ム
ネ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
仁
田
）
茂
木
　
久
里

■
万
緑
の
衣
着
替
へ
し
大
浅
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
岡
市
）
佐
藤
　
政
代

【
や
ま
び
こ
句
会
荒
船
支
部
五
月
句
会
】

■
暮
れ
な
ず
む
湖
上
を
埋
め
し
花
筏
　
　
　
　
　
勇
　
宝

■
春
泥
を
廻
り
径
し
て
遅
刻
の
子
　
　
　
　
　
　
重
　
蔵

■
新
茶
淹
れ
老
い
の
語
ら
ひ
和
や
か
に
　
　
　
　
敏
　
彦

■
こ
い
の
ぼ
り
家
系
の
続
く
証
し
か
な
　
　
　
　
淑
　
江
　
　

■
颯
爽
と
漕
ぐ
自
転
車
や
若
葉
風
　
　
　
　
　
　
政
　
子

■
野
も
山
も
こ
こ
ろ
も
濡
ら
し
若
葉
雨
　
　
　
　
ま
ち
子

■
山
畑
は
山
に
還
り
ぬ
桑
若
葉
　
　
　
　
　
　
　
光
　
子

く
　
　
　
　
　
　
　
 

こ
じ
ょ
う
　  

う
　
　
　 

は
な
い
か
だ

し
ゅ
ん
で
い
 

ま
わ
　  

み
ち
 
 
 
 

ち
こ
く
　
 

こ

し
ん
ち
ゃ
い
　
 

お
　
　
　
　  

か
た
　
　
　 

な
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
い
　    

つ
づ
　  

あ
か

さ
っ
そ
う
　  

こ
　
　  

じ
て
ん
し
ゃ
　
　
わ
か
ば
か
ぜ

の
　
　 

や
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
  

ぬ
 
 
 
 

わ
か
ば  

あ
め

や
ま
は
た
　
や
ま
　  

か
え
　
　
　 

く
わ
わ
か
ば

み
ど
り

い
ざ
な

て
ん

さ

人権相談

日　　　時　７月１９日（木）

　　　　　　午後１時～４時

場　　　所　下仁田町公民館３階（ボランティア室）

問い合わせ　住民係（内線３３２）

行政相談
�ちょっと気付いた、行政（国、県、市町村）や特殊法人
の業務に関する困り事はありませんか？
行政相談委員が苦情や意見・要望の問題解決の促進を
図ります。相談は無料で、秘密は厳守されます。
　日　　　時　７月４日(水)　午前９時～午後１時
　場　　　所　下仁田町役場庁舎１階　応接室
　問い合わせ　行政係（内線３０２）
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�お元気なうちからご自分の身体を見つめ、お年を重ねても明るく前向きに過ごしていただけるよう、すぐに実行でき
る身近な情報をお届けします。
�それぞれの体調に合わせて、軽い運動やマッサージを行い、膝痛や腰痛を予防し、転ばない身体を作りましょう。お
申し込みは不要ですので、都合のつく会場へ直接ご参加ください。
《７月～８月は、栄養士が講師に加わります。》　
�栄養バランスが崩れると…骨粗しょう症や貧血、糖尿病や脳梗塞など様々な病気を招きます。
�食事は介護予防、健康づくりの基本！日頃の疑問も聞ける良いチャンスです。
【参　加　費】　無料
【会場別日程】　＊８/２１(火)下青倉地区集会所のみ午後実施になりますのでご注意ください。

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時
公民館３階大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時

東野牧生活改善センター

１３区公会堂

北小地区集会所

会　場 開催日 時　間

矢川友愛館

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

２日（月）
１日（水）
３日（火）
６日（月）

２４日（火）
２８日（火）
２５日（水）
３０日（木）
２６日（木）
３１日（金）

１２日（木）
２２日（水）
１３日（金）
２３日（木）
９日（月）
１７日（金）

６日（金）
８日（水）
５日（木）
７日（火）
１０日（火）
２０日（月）

１９日（木）
２７日（月）
１１日（水）
２１日（火）
１８日（水）
２９日（水）

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

栄養士
健康運動指導士
栄養士

健康運動指導士
栄養士

健康運動指導士

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

■問い合わせ先：下仁田町役場　健康課　高齢者支援係（内線３２７）まで

７月
８月
７月
８月

７月
８月
７月
８月
７月
８月

７月
８月
７月
８月
７月
８月

７月
８月
７月
８月
７月
８月

７月
８月
７月
８月
７月
８月

平成２４年度下仁田町介護予防事業 ～いきいき健康教室～

健康運動指導士
栄養士

健康運動指導士
栄養士
栄養士

健康運動指導士

健康運動指導士
栄養士

健康運動指導士
栄養士

健康運動指導士
栄養士

健康運動指導士
栄養士

健康運動指導士
栄養士

栄養士
健康運動指導士
栄養士

健康運動指導士
栄養士

健康運動指導士
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７～８月　健康カレンダー

乳
児
健
診

幼
児
健
診

歯科
健診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

３ 歳 児

２歳６か月児

３歳６か月児

平成２４年３月～４月生まれ

平成２３年１２月～１月生まれ

平成２３年９月～１０月生まれ

平成２３年５月～６月生まれ

平成２２年１１月～１２月生まれ

平成２２年５月～６月生まれ

平成２１年５月～６月生まれ

平成２１年１１月～１２月生まれ

平成２０年１１月～１２月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

日にち 時間（受付） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人
午前８時３０分～
　　　　午後５時

０８月２７日（月）

０７月０６日（金）
０８月０３日（金）

０７月３０日（月）

０７月３０日（月）

月～金曜日

０８月１０日（金） 午後３時から予約制

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　　　１時３０分

午後１時３０分～
　　　　３時３０分

健康に関する
　　　相談のある人

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

母子健康手帳
タオル、歯ブラシ

※３歳児は事前に
配布するアンケ
ートと尿

母子健康手帳
歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防相談、家族計画・授
乳相談、育児相談、離乳食相
談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防相談・希
望者にフッ素塗布、食生活相
談と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

歯科健診、歯科保健相談・希
望者にフッ素塗布

健康相談・栄養相談、介護相談、
血圧測定、育児相談、授乳相談、
むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦
健康診査受診票発行・健康
相談

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をして
　ください。

☆予防接種は個別に通知いたします。� 会場・問い合わせ先　保健センター　�８２-５４９０

不安、不眠、認知症、アル
コール依存、ひきこもり、
暴力、その他、さまざまな
こころの悩みや病気をも
つ本人やその家族など

富岡保健福祉事務所　７～８月

閉館のお知らせ

●エイズ相談（予約制）
　日　時　月曜日（要確認）　午後１時～２時
　内　容　血液検査・健康相談など（匿名で受けられます）
　会　場　富岡合同庁舎
　担当者　医師、保健師
　申込先　富岡保健福祉事務所　保健係　 �６２－１５４１

●精神保健福祉相談（予約制）
　日　時　７月１２日（木）、８月９日（木）　午後１時～３時
　対　象　不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
　　　　　さまざまなこころの悩みや病気をもつ本人又はその家族など
　会　場　富岡合同庁舎
　担当者　精神科医師、保健師
　申込先　富岡保健福祉事務所　保健係　�６２-１５４１

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

　福祉の湯は平成２４年９月３０日をもちまして、老朽化等に

より、閉館させていただきます。

　長い間ご利用いただき、本当にありがとうございました。

　また、開館期間中の更なるご利用をお願いいたします。

荒船の湯のご利用も併せてお願いいたします。

�　

健康課福祉係　８２-２１１１（３２５、３２６）

健康診断を

8月4日（土）に実施します！
　５月～６月に受診できなかった方は是非お出掛
けください

■８月４日（土）　会場：保健センター　　
　時間　午前９時００分～１１時３０分

【問い合わせ先】
　健康課　保健環境係（保健センター内）
　q８２-５４９０
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（6月1日現在）
人口
　男
　女
世帯

（ー16）
（ー07）
（ー09）
（ー06）

（　）内は前月比

8,970人
4,432人
4,538人

3,513世帯

（5月中）

転入  11人  /  出生0  3人

転出  15人  /  死亡015人

おめでた

私たちの町

ご出産おめでとう

5月届出分〈敬称略〉

おくやみ

ごめいふくをおいのりします

　　橋　恒　雄　（　忠　）　小　川
堀　口　文　子　（洋　一）　大桑原
土　屋　満　子　（　渡　）　矢　川
黛　　　　　榮　（一　弘）　西野牧
神　戸　四　郎　（康　元）　東　町
土　谷　文　雄　（章　彦）　土谷沢
黛　　　八重子　（浩　司）　土谷沢
　　瀬　イ　サ　（政　信）　南野牧
佐　藤　志げる　（伸　一）　城　西
林　　　茂　雄　（雅　人）　大　坂
赤　岡　しな子　（紹　男）　土谷沢
相　川　　次郎　（宏　幸）　下　町
　　　（英　雄）

地　区（届出人）死　亡　者

 き     すけ

ひと　ふみ

下　山　鬼　毘（良鬼・美幸）蒔　田

　　橋　一　史（  司  ・奈未）仲　町

地　区（保護者）出　生　児

月

6

の

納

税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な

　
い
よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
！

７
月
２８
日（
土
）・
７
月
２９
日（
日
）

７
月
３０
日
（
月
）
で
す
。

６
月
末
日
ま
で
に
、
役
場
へ
請
求

書
等
を
提
出
さ
れ
た
分
で
す
。

請
求
書
の
宛
名
は
「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
３０
日
（
木
）
で
す
。

請
求
書
等
は
、７
月
末
日
ま
で
に

役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、役

場
会
計
課
で
も
納
付
で
き
事
務
費

が
町
に
入
金
に
な
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

固
定
資
産
税（
第
２
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
１
期
）

介
護
保
険
料（
第
１
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
１
期
）

納
期
限
は
７
月
３１
日（
火
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

7
月
の
支
払
日

8
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
の
納
税
は

お
済
み
で
す
か
？

８月１４日（火）　下仁田こんにゃく夏祭り

「花火大会」募金のお願い「花火大会」募金のお願い
　夏祭り実行委員会では、花火大会を実施するにあたり、皆様からの募金を募
らせていただきます。本年度の花火大会がより一層盛大に開催できますようご協
力をお願い申し上げます。

　夏祭り実行委員会では、花火大会を実施するにあたり、皆様からの募金を募
らせていただきます。本年度の花火大会がより一層盛大に開催できますようご協
力をお願い申し上げます。

役場、商工会、厚生病院、荒船の湯、福祉の湯、各町内金融機関、（有）産業開
発しもにた（道の駅）、セブンイレブン下仁田インター店、セブンイレブン下仁
田店、セーブオン下仁田小坂店、セーブオン下仁田西店、Aコープ下仁田店、
ローソン下仁田店
●募金用紙に必要事項を記入の上、町内各所にある募金箱にお入れください

役場、商工会、厚生病院、荒船の湯、福祉の湯、各町内金融機関、（有）産業開
発しもにた（道の駅）、セブンイレブン下仁田インター店、セブンイレブン下仁
田店、セーブオン下仁田小坂店、セーブオン下仁田西店、Aコープ下仁田店、
ローソン下仁田店
●募金用紙に必要事項を記入の上、町内各所にある募金箱にお入れください

7月2日（月）～8月3日（金）まで7月2日（月）～8月3日（金）まで

【問い合わせ先】　夏祭り実行委員会事務局
　下仁田町役場　産業振興課　商工観光係　電話８２-２１１１（内線３０５）
【問い合わせ先】　夏祭り実行委員会事務局
　下仁田町役場　産業振興課　商工観光係　電話８２-２１１１（内線３０５）

募　集　期　間

募金箱設置箇所

こんにゃく夏祭り
参加団体募集

【問い合わせ先】夏祭り実行委員会事務局
下仁田町役場　産業振興課　商工観光係　q８２-２１１１（内線３０５）

　神輿・盆踊りに参加できる団体を
募集しています。
　子供から大人までどなたでも参加
できますので、是非ご参加ください。

下仁田 ８月１４日（火）


